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昨
年
は
、
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
の
様
々
な
活
動
や

行
動
が
制
限
さ
れ
る
な
ど
誰
も
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
未

曽
有
の
事
態
に
陥
り
、
非
常
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
一
年
と
な

り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
例
年
多
く
の
市
民
や
団
体
の

皆
様
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
「
市
民
文
化
祭
」
に
お
い
て
も
大
幅

な
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
開
催
に
向
け
大
変
苦
慮
さ
れ
た
こ
と

と
拝
察
し
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、き
め
細
か
な
感
染
症
対
策
や
様
々

な
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
で
、
安
全
で
安
心
に
開
催
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
特
に
、
参
加
者
数
の
制
限
は
も
と
よ
り
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
展
示
作
品
の
紹
介
や
各
団
体
の
発
表
内
容（
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
版
）
の
配
信
等
の
取
組
は
、
こ
れ
ま
で
来
館
が
困
難

で
あ
っ
た
高
齢
者
や
障
害
者
、
遠
方
の
方
等
に
お
い
て
も
文
化
祭

が
楽
し
め
る
よ
う
な
環
境
整
備
が
図
ら
れ
、
文
化
祭
の
ア
ク
セ
シ

ビ
リ
テ
ィ
を
高
め
る
契
機
と
な
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
多
く
の
自
治
体
の
文
化
祭
が
中
止
に
な
る
中
、
貴
会
の
ご
尽
力

に
よ
り
、
調
布
市
民
の
文
化
活
動
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
新
た
な

手
法
を
取
り
入
れ
安
全
に
文
化
祭
を
開
催
で
き
た
こ
と
は
他
の
自

治
体
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
も
偏
に
、
調
布
市
文
化
協
会
の
皆
様
方
に
よ
る
日
頃
か

ら
の
活
動
で
得
ら
れ
た
連
携
力
や
組
織
力
、
並
び
に
、
文
化
活

動
推
進
に
向
け
た
想
い
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
大
変
心
強
く

感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
貴
会
の
取
組
や
熱
意
、
五
十

年
余
に
わ
た
る
様
々
な
活
動
が
認
め
ら
れ
、
昨
年
十
月
の
「
東

京
都
文
化
功
労
賞
」
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
大
変
喜
ば
し

く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
調
布
市
は
、
平
成
二
七
年
に
「
豊
か
な
芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」
を
発
出
し
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
、
女
性
も
男
性
も
、
そ
し
て
障
害
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
誰
も
が
、
生
涯
を
通
じ
て
、
文
化
・
芸
能
を
は
じ
め
、
演
劇
・

美
術
・
音
楽
・
映
画
等
に
親
し
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
が
未
だ
先
行
き
の
見
え
な
い
状
況
の

中
、
多
く
の
市
民
が
様
々
な
不
安
を
抱
え
て
い
る
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
こ
う
い
う
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
文
化
の
力
を
発
揮
し
、

調
布
市
民
に
活
気
や
感
動
、
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
今
後
と
も
、
芸
術
文
化
活
動
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
と
も
に
調
布
の
文
化
の
振
興
と
発
展
に

寄
与
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

第 67 号

　
　
　
　
調
布
市
文
化
の
底
力

　
　
　
　
　
　
　
調
布
市
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
次
長　

深
沢　

典
充　
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囲
碁
入
門調

布
囲
碁
連
盟　

木
村　

裕　

　

今
年
も
恒
例
と
な
り
ま
し
た
実
技
講

座
を
五
月
二
八
日
、
六
月
一
八
日
に
文

化
会
館
た
づ
く
り
で
初
心
者
コ
ー
ス
を

基
に
し
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
の
し
わ
よ
せ
で

人
数
は
期
待
通
り
集
ま
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
囲
碁
の
他
に
も
似
た
遊
び
に
マ
ー

ジ
ャ
ン
、
チ
ェ
ス
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す

が
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
遊
び
方
、

即
ち
ル
ー
ル
の
使
い
方
を
覚
え
る
事
で

あ
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
囲
碁
対
局
で
お
楽
し
み
下
さ

い
。

初
め
て
の
マ
ジ
ッ
ク

調
布
市
奇
術
協
会　

岳
野　

勝
治　

　

皆
さ
ん
の
参
加
の
動
機
は
﹁
孫
に
見

せ
た
い
﹂﹁
老
人
会
で
﹂﹁
職
場
の
か
く

し
芸
﹂﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
時
の
色
物
に
﹂

等
々

　

立
ち
位
置
も
動
機
も
年
代
も
そ
れ
ぞ

れ
で
し
た
が
、
一
生
懸
命
学
ぼ
う
と
す

る
姿
勢
は
充
分
で
し
た
。

　

二
日
目
も
欠
席
者
は
無
く
、
更
に
二

名
の
参
加
を
得
て
初
日
と
は
打
っ
て
変

わ
っ
て
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
前
日

の
復
習
と
、
新
た
な
演
目
に
、
今
回
は

特
に
目
的
意
識
が
あ
る
よ
う
で
演
技
習

得
に
意
欲
的
で
し
た
。

　

第
55
回
定
期
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
為
、

開
会
さ
れ
ず
、
書
面
表
決
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

　
第
1
号
議
案  

二
〇
二
〇
年
度
事
業
報
告

　
第
2
号
議
案  

二
〇
二
〇
年
度 

 

 
 

⑴
一
般
会
計
決
算
報
告

 
 

⑵
会
計
監
査
報
告

　
第
3
号
議
案  

⑴
文
化
協
会
役
員
の
承
認

 
 

　

 

副
会
長
3
人

 
 

 

⑵
文
化
協
会
役
員
の
役
職
名

 

　

 
  

一
部
変
更

 

第
4
号
議
案  

二
〇
二
一
年
度

 
 

　

事
業
計
画︵
案
︶

　

 

第
5
号
議
案　

二
〇
二
一
年
度

 
 

　

一
般 

会
計
予
算︵
案
︶

賛
成
多
数
に
よ
り
1
号
議
案
～
5
号
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

調
布
市
文
化
協
会

　
　
二
〇
二
一
年
度
役
員

﹇
会
長
﹈

　
加
藤
　
弘
子
（
民
謡
舞
踊
好
友
会
）

﹇
副
会
長
﹈

　
齋
藤
　
泰
子
（
工
芸
美
術
協
会
）

　
横
山
　
美
紗
子
（
歌
謡
同
好
会
連
盟
）

　
大
内
　
輝
雄
（
民
謡
連
盟
）

﹇
事
務
局
長
﹈

　
齋
藤
　
泰
子
（
工
芸
美
術
協
会
）

﹇
事
務
局
次
長
﹈

　
榎
本
　
和
江
（
い
け
ば
な
連
盟
）

﹇
会
計
﹈

　
粕
谷
　
和
子
（
書
道
連
盟
）

　
峯
岸
　
誠
　  （
歌
謡
同
好
会
連
盟
）

﹇
庶
務
﹈

　
田
代
　
せ
つ
子
（
三
曲
協
会
）

　
平
野
　
美
樹
（
民
謡
舞
踊
好
友
会
）

　
村
田
　
由
美
（
民
謡
舞
踊
好
友
会
）

　
黒
岩
　
慧
美
子
（
工
芸
美
術
協
会
）

　
富
田
　
雅
美
（
洋
舞
協
会
）

　
井
上
　
正
昭
（
民
謡
連
盟
）

﹇
会
計
監
査
﹈

　
鈴
木
　
ゑ
み
（
大
正
琴
連
盟
）

　
浅
野
　
修
一
（
い
け
ば
な
連
盟
）

 
第
55
回
　
定
期
総
会

実
　
　
技
　
　
講
　
　
座

美
術
協
会

民
謡
連
盟

囲
碁
連
盟

奇
術
協
会

い
け
ば
な
連
盟

工
芸
美
術
協
会

歌
謡
同
好
会
連
盟

美
術
協
会

民
謡
連
盟

囲
碁
連
盟

奇
術
協
会

い
け
ば
な
連
盟

工
芸
美
術
協
会

歌
謡
同
好
会
連
盟
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カ
ラ
オ
ケ
実
技
講
座
　
初
級
　
中
級

調
布
市
歌
謡
同
好
会
連
盟　
　

嶋
谷　

隆
治　

　

今
回
の
講
座

は
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
の
カ
ラ
オ

ケ
実
技
講
座
で

あ
り
ま
し
た
の

で
、
三
密
防
止

の
点
か
ら
参
加

人
を
多
数
募
集

出
来
ず
に
十
名

に
止
め
会
場
入
室
時
に
マ
ス
ク
、
検
温
、

手
指
ア
ル
コ
ー
ル
、フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
、

等
の
使
用
を
条
件
に
実
施
し
ま
し
た
。

内
容

⑴
発
声
の
為
の
準
備
運
動
、
響
く
声
の

出
し
方

⑵
譜
面
の
読
み
方

⑶
課
題
曲
の
詞
の
意
味
と
感
情
表
現
を

重
点
に
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
反
復

歌
唱
。
全
二
回
の
講
座
で
初
見
の
歌
を

無
事
に
修
得
出
来
ま
し
た
。

　

喜
び
を
最
後
に
全
員
で
二
回
合
唱
し

て
終
了
致
し
ま
し
た
。

　
花
と
遊
ぶ調

布
市
い
け
ば
な
連
盟　
　

　

鈴
木　

康
子　

　

コ
ロ
ナ
禍
、
緊
急
事
態
宣
言
延
長
の
最

中
、
昨
年
度
の
実
技
講
座
は
中
止
に
な

り
、
今
年
も
五
月
十
一
日
は
中
止
、
五
月

十
八
日
に
や
っ
と
開
催
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
申
し
込
み
後
に
、
や
は
り
コ
ロ
ナ

が
怖
い
か
ら
と
断
る
人
も
い
ま
し
た
が
、

定
員
十
五
名
、
和
み
の
中
、
バ
ラ
や
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
愛
ら
し
い
花
々
、
テ
ー
ブ

ル
花
を
作
成
し
、
持
ち
帰
っ
て
頂
き
ま
し

た
。
参
加
者
の
人
達
か
ら
、
レ
ッ
ス
ン
日

を
設
け
て
ほ
し
い
と
、
う
れ
し
い
お
声
を

頂
い
た
り
、
い
け
ば
な
連
盟
と
し
て
の
新

し
い
活
動
を
考
え
な
け
れ
ば
と
役
員
で
話

し
合
う
有
意
義
な
会
で
し
た
。

　

中
止
か
催
行

か
文
化
協
会
の

方
々
に
も
お
気

を
煩
わ
せ
ま
し

た
が
、
一
度
で

も
無
事
に
終
え

る
事
が
出
来
ま

し
た
事
に
感
謝
、

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
袋
も
の

調
布
工
芸
美
術
協
会　
　

　

大
山　

雅
子　

　

五
月
三
十
一

日
、
六
月
七
日
、

十
四
日
の
三
回

に
渡
り
、
龍
村

の
名
物
裂
写
し

の
布
を
使
っ
た

祝
儀
袋
入
れ
と
、

口
金
付
の
小
物
入
れ
を
製
作
し
ま
し
た
。

　

緊
急
事
態
宣
言
が
延
長
さ
れ
た
中
、

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
何
と
か

開
催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

十
四
名
の
申
し
込
み
の
中
、
欠
席
が

二
名
あ
り
、十
二
名
で
始
ま
り
ま
し
た
。

皆
、
手
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方
が
多
く

手
際
良
く
作
品
を
作
り
上
げ
て
行
き
ま

し
た
。

口
金
を
入
れ
る
の
に
は
、
少
々
苦
戦
し

た
様
で
し
た
が
、﹁
ガ
マ
口
の
財
布
は

こ
う
し
て
作
ら
れ
て
い
る
の
で
す
ね
﹂、

と
納
得
顔
で
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
作
品
を
手
に
、
満
足

顔
で
、﹁
と
て
も
楽
し
か
っ
た
﹂。
と
笑

顔
で
終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

 
旅
の
ス
ケ
ッ
チ

　
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
実
践

調
布
市
美
術
協
会　

鈴
木　

新　

　

調
布
市
に
お
住
ま
い
の
方
に
は
馴
み

深
い
桜
が
咲
く
美
し
い
野
川
の
景
色
を

題
材
と
し
ま
し
た
。

　

先
ず
手
順
と
混
色
の
方
法
な
ど
ご
理

解
頂
く
た
め
十
五
号
大
の
用
紙
に
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

後
半
は
受
講
生
が
四
～
六
号
サ
イ
ズ

の
紙
に
思
い
思
い
の
絵
を
描
き
、
ほ
ぼ

完
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

最
後
の
講
評
で
は
一
枚
ず
つ
の
絵
に

今
後
の
参
考
に
な
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
、
熱
心
な
質
問
も
飛
び
交
い
熱
の

こ
も
っ
た
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
づ
く
り
休
館
の
た
め
第
一
回
目
講

座
が
中
止
に

な
っ
た
が
、

も
う
一
度
講

座
を
開
い
て

欲
し
い
と
の

声
も
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し

た
。

美
術
協
会

民
謡
連
盟

囲
碁
連
盟

奇
術
協
会

い
け
ば
な
連
盟

工
芸
美
術
協
会

歌
謡
同
好
会
連
盟

美
術
協
会

民
謡
連
盟

囲
碁
連
盟

奇
術
協
会

い
け
ば
な
連
盟

工
芸
美
術
協
会

歌
謡
同
好
会
連
盟

美
術
協
会

民
謡
連
盟

囲
碁
連
盟

奇
術
協
会

い
け
ば
な
連
盟

工
芸
美
術
協
会

歌
謡
同
好
会
連
盟

美
術
協
会

民
謡
連
盟

囲
碁
連
盟

奇
術
協
会

い
け
ば
な
連
盟

工
芸
美
術
協
会

歌
謡
同
好
会
連
盟

　

五
月
三
十
一

日
、
六
月
七
日
、

十
四
日
の
三
回

に
渡
り
、
龍
村

の
名
物
裂
写
し

の
布
を
使
っ
た

祝
儀
袋
入
れ
と
、

し
合
う
有
意
義
な
会
で
し
た
。



　

早
急
に
過
去
の
文
化
、
明あ
し
た日
へ
の
文

化
を
取
り
戻
し
た
い
、
コ
ロ
ナ
禍
で

十
二
分
の
発
揮
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
普
及
に
よ
り
、
一
日
も

早
い
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

今
回
の
会
報
︵
一
頁
︶
は
文
化
・
芸

能
に
対
し
力
強
い
﹁
寄
稿
﹂
頂
き
掲
載

し
ま
し
た
。
参
考
に
と
思
い
ま
す
。

　

実
技
コ
ー
ナ
ー
で
は
実
施
報
告
文
と

写
真
を
載
せ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
あ

り
ま
し
て
行
事
の
中
止
も
あ
り
四
頁
の

会
報
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
文
化
祭
テ
ー
マ
は
、﹁
明あ
し
た日

へ

響
け　

文
化
の
鼓
動
﹂
で
す
。

　

会
報
に
寄
稿
頂
い
た
皆
様
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

担
当　

大
内　

村
田　

富
田　

井
上

会      　報調布市文化協会 ２０２１年 8 月 10 日　⑷

●  

編
集
後
記  

●

二
〇
二
一
年
度
9
月
以
降

　
実
技
講
座
実
施
予
定

初
心
者
吟
詠
講
座

　
　
調
布
市
吟
剣
詩
舞
道
連
盟

実
施
日
　 

9
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　 

9
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　 

9
月
25
日
（
土
）

時
　
間
　 

13
時
〜
16
時
30
分

会
　
場 

10F
一
〇
〇
一
学
習
室

親
し
み
や
す
い
黒
田
節

　
花
笠
音
頭
の
講
習

　
　
調
布
市
民
謡
連
盟

実
施
日
　 
9
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　 

9
月
25
日
（
土
）

時
　
間
　 

13
時
〜
16
時

会
　
場 

Ｂ
2F
第
一
・
第
二
音
楽
練
習
室

皆
で
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う

　
　
調
布
市
民
謡
舞
踊
好
友
会

実
施
日
　 

10
月
5
日
（
火
）

　
　
　
　 

10
月
12
日
（
火
）

時
　
間
　 

10
時
〜
12
時

会
　
場 

10F
和
室「
百
日
紅
」「
な
ご
み
庵
」

　
　
　
　
　
　
　 「
花
水
木
」

第
66
回

調
布
市
民
文
化
祭
の
ご
案
内

開
催
期
間
　

　
10
月
14
日︵
木
︶～
11
月
14
日︵
日
︶

今
回
の
テ
ー
マ

　「
明あ
し
た日
へ
響
け
　
文
化
の
鼓
動
」

　

10
月
14
日
︵
木
︶
18
時
よ
り
﹁
く
す

の
き
ホ
ー
ル
﹂
で
開
会
式
。

　
﹁
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
﹂
は
大
塚
百
合
菜

さ
ん
の
バ
イ
オ
リ
ン
、
安
宅
薫
さ
ん
の

ピ
ア
ノ
演
奏
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム

　

主
な
曲
目

○
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー　

愛
の
喜
び

○
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー　

美
し
き
ロ
ス
マ
リ
ン

○
中
田
章
、
山
下
康
介
編　

早
春
賦

○
山
田
耕
作
、
渡
辺
俊
幸
編　

赤
と
ん
ぼ

　

そ
の
他
ご
ざ
い
ま
す
。

　

10
月
16
日
︵
土
︶
～
17
日
︵
日
︶﹁
文

化
フ
ェ
ス
タ
﹂
は
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
会
・

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
が
調
布
駅
前

広
場
に
て
開
催
、
ま
た
展
覧
・
展
示
・

大
会
発
表
が
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
開
催

い
た
し
ま
す
。

　

10
月
30
日
︵
土
︶
～
11
月
7
日
︵
日
︶

　
　
　
　
　
︵
11
月
1
日
︵
月
︶
休
館
︶

東
部
・
西
部
・
北
部
各
公
民
館
で
、
地

域
文
化
祭
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
変
更
の
際
は
予
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　
第
五
十
一
回
民
謡
発
表
会

調
布
市
民
謡
連
盟　
　
　

会
長　

近
藤　

栄
市　

　

延
期
で
始
め
た
発
表
会
﹁
調
民
﹂
民

謡
は
心
の
ふ
る
さ
と
、
日
々
の
暮
ら
し

の
中
か
ら
生
ま
れ
、
私
達
が
育
ん
で
来

た
宝
物
で
す
。

　

音
響
の
素
晴
ら
し
い
﹁
く
す
の
き

ホ
ー
ル
﹂
で
発
表
で
き
る
一
市
民
の
優

越
感
、
発
表
当
日
︵
無
観
客
︶
は
コ
ロ

ナ
感
染
に
対
し
三
密
、
私
語
、
マ
イ
ク

使
用
に
注
意
し
、
特
に
調
布
市
の
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
実

施
致
し
ま
し
た
。

　

秋
の
文
化
祭
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
普

及
に
よ
り
ま
し
て
、
安
心
な
発
表
会
が

出
来
る
事
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

美
術
協
会

民
謡
連
盟

囲
碁
連
盟

奇
術
協
会

い
け
ば
な
連
盟

工
芸
美
術
協
会

歌
謡
同
好
会
連
盟


